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１年を振り返り、そして、卒業・進級に向けて

日中の陽射しは温かく随分春めいてまいりましたが、時折冷たい風が吹き、「春は名のみの風

の寒さや」と歌われるとおりの毎日が続いています。インフルエンザの流行もやや沈静化した

かのように見えますが、市内各校においては、まだまだ予断を許さない状況が続いています。

さて、平成２７年度も残りわずかとなり、卒業式まで後２日、修了式まで後８日となりまし

た。６年生は小学校生活最後の行事となる卒業式を最高のものにしたいと毎日練習に励んでい

ます。１年生～５年生も、式歌の練習など、心に残る卒業式になるようにと頑張っています。

去る２月２６日（金）には、多数の保護者の皆様・地域の皆様に

ご参観いただき、盛大に六送会を開催することができました。それ

ぞれの学年で出し物を工夫し６年生に感謝の気持ちを伝えるととも

に、６年生も後輩たちの声援に応えながら新たな決意の気持ちを述

べるなど、互いの絆を深める素晴らしい時間となりました。

それに先駆けて２月１９日（金）に行われ

た本年度最後の児童集会では、今年１年の委員会活動やクラブ活動につ

いての報告が行われた後、運営委員の児童が発生より５年目を迎えた東

日本大震災についてのお話を下学年の子どもたちに聞かせてくれまし

た。現１年生は５年前の大震災のときには生まれたばかりの１歳。生ま

れたばかりのころに起きた大震災のことは知るよしもありません。先輩

から後輩へと語り継ぐ震災の話は、子どもたちにとって大変意義あるものとなるに違いありま

せん。

今月１１日（金）には、通学分団会が行われ、新分団長・副分団長・班長が決定されました。

新１年生に配る「カード」も作成され、集合場所・時間の確認なども行われました。

新校舎棟・新体育館棟完成間近

いよいよ新しい校舎棟・体育館棟の完

成が間近に迫ってきました。

校舎棟・体育館棟は、３月３０日（水）

に完成の見込みとなっており、それに合

わせて、できるところから、少しづつ引っ

越し準備が始まっています。３月１０日（木） ＜新体育館棟＞

には、市教育委員会・夢づくり石部・学校運営協議会理事の皆様、

＜新校舎棟の児童昇降口正面＞ そして、地元有志の方々が、図書室の本の荷造り、郷土資料室の

展示品の梱包等をしてくださいました。また、本日１５日は、６年生

が卒業前の奉仕活動として、図書室の本を新図書室に運んでくれるこ

とになっています。みなさんのご協力に心から感謝申し上げます。

新年度４月９日（土）には、地域の方々への新校舎棟・新体育館棟

の一般公開が行われる予定です。

＜右 図書館の本を梱包してくださっています＞



「いしべっ子 スマホ・ケイタイルール」を制定しました

ＰＴＡ本部役員・６年生学級委員の皆様が中心になって「スマホ・ケイタイのルール」づく

りに取り組んでくださいました。第１回実行委員会を１２月７日（月）に実施。その後、最終

会議となる４回目の実行委員会を先週１１日（金）に実施し、「いしべっ子 スマホ・ケイタイ

ルール」としてまとめました。

スマホ・ケイタイの所持率は年々増加しており、本の少し昔であれば、中学生になったら、

あるいは高校生になったらというご家庭が多かったのですが、最近では、小学生の所持率も大

幅に上がり、県全体で約５７％の小学生がスマホやケイタイを所持していると言われています。

毎日の連絡に欠かせない大変便利なものである反面、生活習慣が乱れたり、あるいは、青少

年が凶悪な犯罪に巻き込まれるケースにおいて、かなりの場合、スマホやケイタイが絡んでい

るいることは、保護者の皆様もご承知のとおりです。

このような事態を踏まえ、保護者の皆様が連携してスマホ・ケイタイの正しい使い方を子ど

もとともに考えていただくことが肝要と考え、この度のルールの制定となりました。

本ルールは、６年生には卒業式までに示し、もし、中学校入学と同時に購入を考えておられ

るご家庭がありましたら、是非参考にしていただき、子どもたちの中学校生活がより健全で充

実したものとなるようにご協力をお願いしたいと思います。他の学年につきましては、来年度

のＰＴＡ総会で配布し、保護者の皆様にルールの説明をさせていただく予定です。

「コミュニティー・スクール」の一年を振り返って

平成２７年４月１日に､コミュニティー・ス

クールの指定を受け、３つの運営委員会が中心

になって学校運営協議会の取組を推進してまい

りました。取組の内容については、別紙「石部

小学校コミュニティースクール（平成２７年度

活動報告特集号）」をご覧になってください。

＜地域の方の支援をうけて算盤学習に取り組む３年生＞

本年度の取組においては、まちづくり協議会

の育てよういしべっこ部会、夢づくり石部、ふ

れあい２１、ＮＰＯ法人、ＰＴＡなど、各種団

体のみなさんとの連携を深められたことが大き

な成果であったと思います。

＜図書ボランティアさんによる卒業スペシャルの読み聞か 今後は、すべてのボランティアの皆様の力を

せで、風呂敷を使った「エコ」について考える６年生＞ 結集し、目的に応じ

てタイムリーに子ども支援を行っていただくことができるよう、仕

組みづくりを工夫することが課題であると考えています。

来年度もコミュニティー・スクールの活動にご理解とご協力を

いただきますようどうぞよろしくお願いします。

＜右 人権擁護委員さんによる人権劇を熱心に見る１年生＞

一年の終わりにあたって

平成２７年度ももうすぐ終わろうとしています。この一年間で、子どもたちは、どの子も大きく

頼もしく成長してくれました。保護者の皆様には、常に本校の教育、および、ＰＴＡ活動にご理解

とご協力をいただきましたことに、改めて御礼を申し上げたいと思います。本当にありがとうござ

いました。また、地域の皆様には、日々の登下校での見守り、授業中の学習、豊かな体験活動、そ

して、土曜日事業など、さまざまな活動にこの上ないご支援をいただきましたことに心より感謝い

たしております。

昨今では、かつては想像もしなかった、教育の根幹を揺るがすような問題が日々報じられており

ますが、問題の本質を見誤ることなく、保護者の皆様・地域と皆様とともに、新しい時代を創造す

る教育を実践する中で、「自ら学ぶ子」「思いやりのある子」「たくましい子」、そして、「ふるさと

石部を愛する子」を育てていきたい考えております。来年度もどうぞよろしくお願いいたします。


